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屈（e■βズ）の部分分数展開に現れるア偶の係数   

及び0から構成されるⅣ次元ベクトル厨 ＝  

（0．125，－0・075，0）を定義しておく。   

今9Ⅳ ＝ 3として・βk‾略）＝ 拐1，  
か  β（e‾略）＝晶を定義し，   
確率変数坊を  

仇 ＝ Zl＋ Z2 ＋ ち  
U2 ＝  Z2 ＋ Z3  

乙ち ＝  Z占   

と定める。坊のLS甘を部分分数展開した各項の係  

数を要素とする上三角行列Cを構成する。  

且 は旺め臆  

近年相関をもつトラヒックの研究の重要性が高  

まってきている．前橋【3】ではLatouche【1］のSemi－  

Poissoll過程を拡張し，任意のPH分布に従い，し  

も独立ではなく相関をもつ確率変数列（∬n＞0）芝1  

の構成法として，SemトPH過程を提案した。本稿で  

は，いくつかの計算例を挙げ，その性質を考察する．  

2 新藤例  

例皿：位相数T（＝2）で，初期状徹分布α，推移適度  

行列Qが以下のように与えられるマルコフ過程の  

吸収時間∬が従うPH分布Al（α，Q）を考える。  

（ 

0．175 －0．263 0．088   

0   0．525  －0．525   

0  0  0．700  

C＝  

仁3 －0 

．1 0．05  
α＝（1，0），Q＝  

厨とCを用いて，セミマルコフ過程を支配するマ  

ルコフ連鎖Pの定常分布を  

訂＝gC‾1＝（0．7143，0．2143，0．0714）  （＊）  

と定める。Proposiもionl，2【3】より，このセミマルコ  

フ過程の周辺分布はPH分布月1に一致する。また。  

この共分散関数及び相関係数は，  

β（∬1∬m）＝椚蟻咽（冗）ダか1㌦  

周辺分布がこの分布に一致するようなセミマルコフ  

過程を構成する。†1，…，Ⅳ）（Ⅳ＞r）の状態空間  

をもつ既約なマルコフ連鎖を考え，その推移確率行  

列をPとする。ⅣはPHの位相数より大きい任意  

の整数である。   

Alの密度関数を図1に示す。PⅢ分布Alの  

Laplace－Stieltjes変換（LST）は，以下のように部  

分分数に展開される。  

g（∬1∬nト岬（∬））2  0．125  －0．075  
＋  

訂両了  
且（e‾♂ズ）＝  

βれ＝   

V（∬）  

（ただし，〝＝（咋），叫＝β（彷））  

となる。   

したがって，定常分布訂を持つような推移確率  

行列クが決まれば相関は決定される。しかし，与  

えられた汀を定常分布にもつPは一意には決定で  

きない。そこで，遠伝的アルゴリズムを使い（＊）を  

定常分布にもつ可能なPを探索させた結果，以下  

のような2例のPがみつかった。  
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囲1：密度関数  
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囲3：相関  

（ 

前の2例と同じように，〃＝r＋1とし，．β（ろ）＝  

0．9とすると，汀＝（0．5081，0．う141，0．2778）となる．  

この汀を定常分布とする推移確率行列Pを探索す  

ると，例えば以下のようなPが得られる．  

0．9526 0．0474 0．0000  

0．1379 0．7807 0．0815  

0．0601 0．1836 0．7563  

昂＝  

島，為に対応する相関係数を図2に示す．  

（ 

0．2544 0．1989  

0．7110 0．2890  

0．8155 0．1845  

例2：以下のような初期状態αと推移速度行列Q  

をもつGeneralizedErlaLngタイプを考える．  
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Pよる相関を囲3に示す．  
α＝（1，0，0），Q＝  

3 今後の課題  

本稿では，Scmi－PH過程の特徴を調べ，遺伝的  

アルアリズムにより与えられた定常分布に従う推移  

確率行列を構成し．セミマルコフ過程を実現する数  

値例を示した．さらに，与えられた定常分布並びに  

相関係数を同時に満たすような推移確率行列を構成  

することが今後の課題である．   
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一般にこの型の分布では打i＝0（吏≧〃一丁＋2）と  

なるので，汀＝（れ，．．．，汀〃＿7▼＋1）とすればよい．   

例1の場◆含と同様にして，セミマルコフ過程を構  

成する．今．g（Zl）＝0．2（＝入1），β（Z2）＝0．3（＝  

人2），β（Z3）＝0・4（＝入3），β（Z4）＝0・7として，LST  

の部分分数展開から係数を取りだすと，  

1●0  

c＝「 

2．800 －0．280  

－2．800 0．700  

0．933 －0．933   

0  0．700  

g＝（1．200，－2．400，1．200，0）となるので，  

汀＝（0．7143，0．2857）   

とする．  

例3：以下のようなPH分布A3（α，Q）を考える．  

（芸1芸）  
α＝（0．3，0．7），Q＝  
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